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【令和５(2023)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

〇 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 Gタンパク質共役型受容体（GPCR）は、外界のシグナルを受け取り細胞内に伝える役割を果たす重要

な膜タンパク質であり、その動作機構解明には、より生体環境に近い条件下での分子構造解析が必要と

されていた。本研究は、脂質ナノディスク等に再構成された膜タンパク質とリガンド・Gタンパク質と

の複合体をクライオ電子顕微鏡により解析する技術を用いて、GPCR 二量体、接着型 GPCRを主要な対象

として、リポソーム、エンドソーム超分子複合体など生体環境に近い状況での解析を、クライオ電子ト

モグラフィー、クライオ蛍光電子顕微鏡技術を総合して発展させることを目指す。 

（意見等） 

 細胞内の生理的条件下に近い状態の GPCR の構造解析を目指した「生体環境での GPCR の構造ダイナ

ミクス」の解明を目指した研究計画であり、様々な基礎技術の開発を進めるとともに、リガンドや共役

G タンパク質との複合体を含む複数の GPCR の構造を明らかにし、それらの研究成果は著名な国際学術

雑誌に発表された。世界をリードする内容であり、期待以上に進展していると評価できる。研究計画に

ある GPCR二量体の構造機能解析やエンドソーム超複合体の構造解析に向けた準備も着実に行われてお

り、研究期間後半での更なる発展が期待できる。 


